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あわじ花さじき－１ 

事 業 評 価 調 書（ 新 規 ） 
 

部課室名 
農政環境部農林水産局 

農産園芸課 

記入責任者職氏名 

（担当者職氏名） 

農産園芸課長 多田勝利 

(農産園芸課副課長 竹林誠) 
内線 

4060 

(4061) 
 

事業種目 公園整備 
事 業 名 事業区間 総事業費   6.8 億円 

あわじ花さじき事業 － (内用地補償費) （  0億円） 

所 在 地 着工予定年度 完成予定年度 

淡路市楠本字上山 2865-4 Ｈ２９ Ｈ３０ 

事 業 目 的 事 業 内 容 

「あわじ花さじき」は、平成 10 年の開園から 20 年

近く経過し、県民はもとより近畿一円から花のスポッ

トとして広く認知されてきた一方、便益施設の老朽化

及び狭隘化が顕在化している。 

昨年度、県立公園化する方針決定がなされたことか

ら、県立公園に相応しい施設として再整備する。 

【改築等面積】6,543 ㎡ 

【施設内容】○便益施設改築（物産販売所、 

トイレ等）、管理事務所改築 

【施設内容】○展望台 

【施設内容】○駐車場舗装等 

【負担割合】県：100％ 

評価視点 評価結果の説明 

(1)必要性 

 

①地域ビジョンへの寄与 

 本公園は、淡路地域ビジョンの中で『人と自然の豊かな調和をめざす環境立島

「公園島淡路」』を目標に、“花いっぱいの美しい島”を行動に指針に据え様々

な取組をしている中のひとつとして当該目標に寄与する施設である。 

②地域の活性化 

  本施設の改築等により、今後より多くの来園者を安全に受け入れることが可能

となり、あわじ花さじきを中心として淡路地域全体の活性化に繋がる。 

(2)有効性・効率性 

 

 

 

 

 

 

 

（執行環境状況) 

費用便益費 B/C 3.6 

① 本施設は平成10年の開園以来、約20年近く経過し、物産販売所やトイレなどの

便益施設が老朽化するとともに、近年急増してきた来園者の対応には手狭になっ

てきていること、更には、待ち時間が長くなっていることから、便益施設の改築

を行うことで、より安全に多くの来園者の受け入れが可能になる。 

② 本施設は、本州四国連絡道路の淡路ＩＣから７ｋｍという近接地にあり、本施

設から淡路島内への移動にも好位置であり、交通アクセス性が高い。 

 

淡路市を始めとした淡路３市長等から、当事業の継続を強く要望されている。 

(3)環境適合性  本施設は、既存施設の建替で、造成済みの用地に整備するものであり、新たに周

辺環境に影響を与えるものではない。 

(4)優先性 現在の「あわじ花さじき」用地は、地元地権者の協力のもと賃貸借契約を締結し、

その更新によって権原取得を続けてきた。現賃貸借契約が満期（平成 29年３月）を

迎えるにあたり、土地購入を交渉条件とする者が複数いることから、早期に事業用

地の取得を行い、安定的に運営する必要がある。 

用地取得に合わせて老朽化や手狭になっている既存施設の建替を行ったうえで、

県立公園に相応しい施設に再整備する。 

現在、淡路島全体で目標として取組んでいる『人と自然の豊かな調和をめざす環

境立島「公園島淡路」』に寄与すべく、本事業を早期に実施する必要がある。 

 









 

あわじ花さじき－５ 

１ スケジュール 

工種 H29 H30 H31 

設計             

本工事             

 
２ 事業効果について 

（１）費用対効果 

  ①便益（Ｂ）の項目 

事

業 
Ｂ（便益） 算出方法 

公

園 

直接的利用価値 

①利用者が公園を利用する為に最低限必要な価値 

①利用者の公園までの旅行費用 

Σ（旅行費用×旅行者） 

間接的利用価値 

①利用者が公園を利用することに伴い附随的に発生

する価値 

①公園等での食事等にかける費用 

Σ（飲食費用×旅行者） 

②淡路地域においてお土産を購入する費用 

Σ（購入費用×旅行者） 

 

  ②費用便益比（Ｂ／Ｃ）算出根拠 

事

業 
事業名 

B（便益） C（費用） 

B／C 便益額 
(百万円) 

代表的な効果 

（百万円） 

総費用 事業費 維持管理費 

(百万円) (百万円) (百万円) 

公

園 

あわじ花さじ

き 

直接的利用価

値 
179 

公園利用ために

最低限必要な価

値 

179 

749 676 73 3.6 

間接的利用価

値 
2,520 

公園利用に伴い

発生する価値 

2,520 

計 2,699  

算定に用いた資料：ＪＴＢ ＷＥＢアンケート（ＪＴＢ広報室 平成 25年公表） 

 

（２）費用対効果に含まれない主な効果 

① 美しく広がりのある風景を提供することによる来場者への癒し効果 

② にぎわいの創出による地域活力の維持 

③ 耕作放棄地を活用した良好な地域環境の保全 

 

繁忙期(春・秋)を避けて整備 

供
用
開
始 


